
福岡市立百道浜小学校（福岡県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

実践のポイント 思考ツールを活用することで、子どもの思考を可視化し、文章の組み立てを考える。

○ フィッシュボーンでは、「備えや起きた時の対応」と「どうしてそうしないといけないか」と
いう対応と根拠が結びついているかに注目する。
○ フィッシュボーンで整理された情報をもとに、「はじめ」「中」「終わり」の文章の組み
立て、自分の考えをまとめることができているかに注目する。

１.可視化された情報で注目する点

【取組内容】 ４年国語科 「もしものときにそなえよう」 学習進度の可視化と共有



福岡市立百道浜小学校（福岡県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

スプレッドシートを活用することで学習進度の確認と他者参照を可能にする。

○ 進度を可視化したことによって、個別の困りに応じた支援をタイムリーに行うことが
できた。また、遅れがちな子どもに対して教師が声をかけやすくなった。
○ 共同編集をしているため、同じ進度やテーマの友達のスライドを参照するように促し、
子どもが自分の課題を意識しながら、目的意識をもって学習に取り組むことができる
ようにした。

２.学習状況の的確な把握・個に応じた支援

【取組内容】 ４年国語科 「もしものときにそなえよう」 学習進度の可視化と共有

実践のポイント


